
ａ-1（新・税項目有）

代表者

千円 県出資額 千円 県出資比率

合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

8 1 5 8 1 5 2

4 0 4 4 0 4 0

4 1 1 4 1 1 2

21 0 2 17 0 2 15

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

120,839 120,234 121,803 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
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前年度に引き続き、情報公
開に努めた。

人
的
支
援

0

衛生管理課

前年度に引き続き、本県
公衆衛生を担う検査機関
としての組織意義を見直
し、県民、企業、行政等か
らの多様な需要に応えら
れるよう取り組む。

財務改善

宮崎市霧島１丁目１番地２所在地

令和5年度

ホームページ https://www.miyazaki-wflabo.org/

令和3年度 令和4年度

昭和43年6月6日

職員数

令和5年度

適正価格での入札取組、
経費節約取組

前年度に引き続き、本県公衆衛生を
担う検査機関としての組織意義を見
直し、県民、企業、行政等からの多
様な需要に応えられるよう取り組ん
だ。

（千円）

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

県借入金残高

経営・事業
運営改善②
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等
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営
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し

検査員の配置替え
動物管理業務の正規職
員退職後の非常勤職員
への転換

組織等適正
化

前年度に引き続き、安定
収入の確保と収支バラン
スの改善に取り組む。

④情報公開推進

県職員人件費
（県支給分）
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内容

概
　
　
　
要

令和4年度

前年度に引き続き、情報公開に努め
た。

前年度に引き続き、本県公
衆衛生を担う検査機関として
の組織意義を見直し、県民、
企業、行政等からの多様な
需要に応えられるよう取り組
んだ。

財
政
支
出
等

人的支援見
直し

電話番号

総出資額

設立目的

県委託料

役員数　

（人）

①公社等のあり方
見直し

前年度に引き続き、適正な事
業運営に努めた。

設立年月日 理事長　小田　光男

6,000

①水道法に基づく水質検査業務、貯水槽水道検査業務に係わる厚生労働大臣登録検査機関
②食品衛生法に基づく厚生労働大臣登録検査機関

0.0%

事業の効率的な運営によ
る予算の削減

前年度に引き続き、検査員
の配置替えによる代替性確
保と技術の向上を図った。ま
た動物管理業務の補充は、
非常勤職員への転換を進め
た。

一般財団法人宮崎県公衆衛生センター名　称

左記以外の者

事業の効率的な運営と予算削減に
引き続き努めた。

０９８５－２４－７４００

0

特記事項

県所管部・課

非常勤

19

2

飲食物及び飲用水等の衛生に関わる検査並びに動物管理業務に関わる業務を行い、もって公衆衛生の向上に寄与
することを目的とする。

事業の効率的な運営と予
算削減に引き続き努め
る。

前年度に引き続き、安定収
入の確保と収支バランスの
改善に取り組んだ。

前年度に引き続き、適正な事業運営
に努めた。

前年度に引き続き、検査
員の配置替えによる代替
性確保と技術の向上を図
る。また動物管理業務の
補充は、非常勤職員への
転換を進める。

ホームページ等での情報
公開

前年度に引き続き、情報
公開に努める。

前年度に引き続き、適正
な事業運営に努める。

その他の県からの支援等

令和5年度 公社等経営評価シート
（対象期間：令和4年4月1日～令和5年3月31日）

事業の効率的な運営と予算
削減に引き続き努めた。

前年度に引き続き、安定収入の確保
と収支バランスの改善に取り組ん
だ。

前年度に引き続き、検査員の配置替
えによる代替性確保と技術の向上を
図った。また動物管理業務の補充
は、非常勤職員への転換を進めた。

https://www.miyazaki-wflabo.org/
https://www.miyazaki-wflabo.org/
https://www.miyazaki-wflabo.org/
https://www.miyazaki-wflabo.org/


ａ-1（新・税項目有）

令和4年度 令和5年度

決算額(千円) 予算額(千円)

① 99,982 102,047 委託料

② 16,978 16,977 委託料

③ 3,260 3,260 委託料

④ 1,584 0 委託料

⑤

令和5年度 令和6年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 86,415 104.1% 85,300 85,300

② 47,911 97.8% 48,977 48,977

③ 103,242 100.0% 105,307 105,307

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

255,553 249,646 252,580 157,336 149,973 138,839

255,975 254,391 260,705 64,873 65,461 57,201

-422 -4,745 -8,125 92,462 84,512 81,638

0 43 0 64,404 61,814 58,876

137 0 0 23,929 21,383 18,393

-137 43 0 40,475 40,432 40,483

-559 -4,702 -8,125 92,932 88,159 79,963

71 71 71 1,000 1,000 1,000

-631 -4,773 -8,196 1,000 1,000 1,000

92,563 91,932 87,159 0 0 0

91,932 87,159 78,963 91,932 87,159 78,963

0 0 0 5,000 5,000 5,000

1,000 1,000 1,000 32,007 17,967 17,983

1,000 1,000 1,000

92,932 88,159 79,963

令和5年度 令和6年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

62.4 100.6% 64.2 64.2

※ 令和4年度 実績値の算式

1.1 110.0% 0.9 0.9

※ 令和4年度 実績値の算式

※ 令和4年度 実績値の算式

②
管理比率 管理費/経常費用×100（％） 1.0

2,902千円／260,704千円×100

③

人件費/経常費用×100（％） 62.0
①

162,826千円／260,704千円×100

算式（単位）
令和4年度

目標値

指定正味財産期末残高

正味財産期末残高

　当期指定正味財産増減額

一般正味財産期首残高

　一般正味財産

正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）指定正味財産期首残高

資産

48,977

水質検査収益(千円)

食品検査実績状況

令和4年度

①水質検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②食品検査（理化学検査、微生物検査）
③貯水槽検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④動物管理事業（犬の捕獲抑留等業務）

指標名 算式（単位）

食品衛生試験検査業務

事業名 事業内容

　流動資産

　

一般正味財産期末残高

人件費率

目標値

　　経常外費用

　固定資産

動物管理委託事業実績

　　経常費用

委託料(千円)

　　経常外収益

103,241

負債

指標の設定に関する
留意事項

直近の県監査
の状況

財
務
指
標

指標名

（うち特定資産への充当額）

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　当期経常外増減額

殺処分ゼロに向けての動物愛護セン
ター機能強化事業

　固定負債

税引前当期一般正味財産増減額

　　法人税・住民税及び事業税 　指定正味財産

（うち基本財産への充当額）

　流動負債

指標の設定に関する
留意事項

　

　　経常収益

食肉中の細菌検査

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

犬の捕獲抑留業務等補助業務

活
動
指
標

水質検査実績状況

食品検査収益(千円)

83,000

外部検証に係る微生物検査業務

食品の細菌検査・理化学検査業務

殺処分ゼロに向けての動物愛護センター機能強化
事業に基づいて行う業務

財
務
状
況

　　　　　　　　　　正味財産増減計算書　　　　　（千円） 　　　　　　　　  　　貸借対照表　　　  　　　（千円）

実
施
事
業

動物管理業務

種別

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。
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改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ

　活動内容について、指標について概ね目標を達
成していることは評価できる。
　財務内容については、エネルギー価格の高騰等
外的な要因もあり、経常赤字額は前年度より大き
くなっている。経費削減等経営の安定化に向けた
取組が急務である。
　今後は、安定的な経営を実現し、公衆衛生を担
う検査機関として本県の公衆衛生の向上に寄与す
ることが求められる。

　活動内容については概ね目標を達成しており、収益面にお
いて水質検査事業は前年度実績を上回っていることから評価
できる。
　財務内容については、エネルギー価格の高騰や検査機器の
不具合による支出増と併せて、人件費及び管理比率は達成度
が100％を下回っていることから、収支改善の取組の強化が
求められる。
　コスト削減による経営の安定化を図ると共に職員の人材育
成や能力開発について引き続き取り組むことで県民の信頼の
十分に答える必要がある。

公社等改革
推進委員会
三次評価

県所管部課
二次評価

評価 (Ａ.良好､Ｂ

ほぼ良好､Ｃやや課題
あり、Ｄ課題多い)

公社等
自己評価

総
合
評
価

評価 (Ａ.良好､Ｂほ

ぼ良好､Ｃやや課題あり、
Ｄ課題多い)

目　標
達成度

　一般財団法人へ移行して１１年が経過したが、経営環境は
より一層厳しい状況となっている。このような状況の中で、
収益面については水質検査事業は前年度実績を上回ったが、
食品検査事業は前年度実績を下回る結果となった。一方、支
出面については、エネルギー価格の高騰による電力料金の増
額及び検査機器の不具合による支出増等により前年度実績を
上回る結果となった。今後も検査技術の維持向上と信頼性の
確保を図りつつ、経営の安定化に取り組み、動物管理の受託
事業を含め県民の信頼に十分応えられるよう、各事業を推進
していく。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

活動指標①

活動指標②

活動指標③

財務指標①

財務指標②

財務指標③


